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安全上の注意 2
 
 

警告  
このマニュアルの裏表紙にある安全上の注意事項を遵守してください。 装置を拡張す

る前に、必ず該当する安全注意事項を読んでください。  
 

この装置は、IEC、VDE、EN および UL に該当する安全指令に準拠しています。 計画

された設置環境への適用性についてご質問がある場合は、サービス担当者にご連絡くだ

さい。 

装置を開ける/修理 

許可された作業者だけが装置の修理を行えます。  
 

警告  
装置を未許可で開けたり不適切な修理を行うと、装置が著しく破損したり、ユーザー

を危険にさらす恐れがあります。 
 

システムの拡張 

システムの拡張には、この装置用に設計された拡張デバイスのみを設置します。 他の

拡張デバイスを設置すると、システムを破損し、無線妨害抑制に関する法規に違反する

可能性があります。 技術サポートチームまたは PC の購入店に連絡して、どの拡張デ

バイスが安全に設置できるかを確認してください。 
 

注意 
 

システム拡張デバイスを取り付けたり交換したりして装置を破損した場合は、保証が

無効になります。  
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バッテリ 

この装置にはリチウム電池が装着されています。 バッテリの交換を行えるのは、有資

格者のみです。  
 

注意  
バッテリは、説明書に従って交換しないと破裂する危険性があります。 同タイプまた

はメーカー推奨の同等のタイプのバッテリと交換してください。 使用済みバッテリは

地方治自体の条例に従って処分してください。 
 

警告  
破裂して有毒物質を放出する恐れがあります! 
したがって、リチウム電池を火の中に投げ込まないこと、セルボディをハンダ付けし

たり開けたりしないこと、短絡や極性を逆にしないこと、100℃以上にしないこと、

条例に従って処分すること、直射日光、湿気、露に直接さらさないように保護するこ

と。 
 

ESD に関する指示 

静電気の影響を受けやすい装置(ESD)は、適切なラベルを貼って識別できます。 

ESD の影響を受けやすいモジュールを取り扱う際には、以下のガイドラインに必ず従

ってください。 

● ESD の影響を受けやすいモジュールを取り扱う際には、常に体の静電気を除去する

(例: 接地されている物に触る)。 

● 装置やツールは常に静電気が帯電しないようにしておくこと。 

● ESD の影響を受けやすいモジュールを取り付けたり外したりする前には、常に主電

源のコネクタを抜いてバッテリの接続を外すこと。 

● ESD を装着しているモジュールは、モジュールの端だけで取り扱うこと。 

● ESD を内蔵しているモジュールの配線箱や導線に接触しないこと。  
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説明 3
3.1 概要 

SIMATIC IPC847C は、優れた産業機能を備えた 19 インチラック形式(4HU)の産業用

PC です。 

● 幅広い拡張オプション 

● 高耐久性 

● 高い製品継続性 

 

図 3-1 SIMATIC IPC847C 

3.2 適用範囲 
SIMATIC Rack PC は、機械指向の工業環境で使用するマシン、システム、および制御

キャビネットエンジニアリングに対し、高性能で柔軟性の高い 19 インチラック PC プ

ラットフォームを提供します。  

● プロセスデータマシンデータの測定、開ループ制御および閉ループ制御 

● 製造シーケンスおよび工程の視覚化 
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● 品質検査のコンテキストにおけるイメージ処理および評価 

● データの取得と管理、サーバーアプリケーション 

SIMATIC IPC847C は以下の分野での使用に CE 認証されています。 

● 工業地域 

● 家庭内 

● ビジネスおよび商用 

したがって、本装置は産業用途だけではなく、ビルディングオートメーションまたは公

共施設でも使用できます。  

3.3 ハイライト 
産業用規格との高い互換性: 

● 動作時の高い耐振動性と耐衝撃性 

● 広い作動温度範囲 

● 優れたサービス性 

● 固有の診断機能 

高いパフォーマンスを持つ産業機能: 

● PROFIBUS DP / MPI インターフェースを内蔵(オプション) 

● PROFINET CP 1616 オンボードインターフェースを内蔵(オプション) 

● PCI-、PCIe x1-、PCIe x16 スロット 

PEG グラフィックスおよびオンボードグラフィックスを同時に使用できます 

● コンポーネントの高い柔軟性と拡張性 

高い投資安全性: 

● コンポーネント/設計の高い継続性 

● 最低 5 年間のスペアパーツを保証 

高いシステム可用性: 

● SIMATIC PC DiagMonitor – OPC/SNMP/LAN 経由の、PC 診断/メッセージソフトウ

ェア 

● SIMATIC IPC/PG Image Creator – データイメージソフトウェア 
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● インテリジェント拡張モジュールによる RAID ベースの SAS 上ハードディスク 

● RAID ベースの SATA 上ハードディスク搭載 

● RAID1 – 2 台のハードドライブ上の二重化データストレージ、リムーバブルラック

による「ホットスワップ」も行う 

● RAID5 – 3 台のハードディスクでのパリティ付きストライピング、リムーバブルラ

ックによる「ホットスワップ」も行う 

● オプションの ECC メモリモジュール 

● ステータスメッセージ付き二重化電源 

3.4 機能 
● 統合されたプログラム可能なモニタリング機能(プログラムの実行(ウォッチドッ

グ)、筺体の内部温度、ファン速度) 

● Ethernet、電子メール、SMS 経由の拡張診断/メッセージおよび OPC(SIMATIC IPC 
DiagMonitorV4.2 以上を使用したオプション)による SIMATIC ソフトウェアでの直

接入力 

– 運転時間カウンタ 

– ハードディスクステータス 

– システムステータス(ハートビート) 

– すべてのメッセージをログファイルに自動記録 

– ネットワーク接続された SIMATIC IPC のリモートモニタリング用オプション 

● RAID1 (ミラーリング): 

2 台のハードディスク上での自動データミラーリング用 

● RAID5 (パリティ付きストライピング): 

記憶容量の増加および 3 台のハードディスクのデータセキュリティ向上用 
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3.5 特徴 
 

一般的な特徴 

設計 • 19 インチラック、4 HU 

• 堅牢なパネルマウント筐体、オール金属製 

• テレスコピックレールの取り付けに対応 

• 水平および垂直の取り付け位置が可能です。 

• Tower Kit を使用したタワーの取り付け 

• ロック可能なフロントカバーによるアクセス保護 

筐体 • ベアリング付きフロントファンを使用したフィルタ経由の高

圧換気による埃保護 

• 1 本のネジで固定する筐体カバー 

• 前面ファンは工具なしで交換可能 

• カード固定器具により、振動および衝撃状態でも PC モジュ

ールの信頼性ある動作が可能 

ドライブベイ • 前面: 3×5.25 インチまたは 
1×5.25 インチおよび最大 3×のスリムラインリムーバブルラ

ック 
および 1×3.5 インチ 

• 内部: 2×3.5"(固定取り付けまたは制振用ドライブブラケット) 

拡張カード用スロ

ット(Long)    
• 7×PCI (5 V、32 ビット) 

• 1×PCI Express x16 1) 

• 3×PCI Express x4(オプション) 
最高 11 モジュール 
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一般的な特徴 

グラフィック • オンボード Intel® CPU、統合済み HD グラフィックコントロ

ーラおよび Intel® QM57 Express チップセットプラットフォ

ームコントローラハブ、2D および 3D エンジンをプロセッサ

に統合 
ダイナミックビデオメモリテクノロジ 
(RAM の最大 1.7 GB を使用) 
120 Hz / 32 ビットの色深度で最大 1600×1200 
最大解像度: 
60 Hz / 32 ビットの色深度で最大 VGA 2560×1600 
60 Hz / 32 ビットの色深度で DVI 2048×1152 

• PCIe x16 スロット(オプション) 
PCIe x16 グラフィックカード(二重ヘッド: 2×DP、2×VGA ま

たは 2×DVI-D～DP アダプタ)、 
75 Hz / 32 ビットの色深度で 256 MB メモリ 
最大解像度: 
60 Hz / 32 ビットの色深度で DP 2560×1600 
60 Hz / 32 ビットの色深度で DVI 1920×1200 
60 Hz / 32 ビットの色深度で VGA 2048×1536 

インターフェース   

PROFIBUS/MPI   12 Mbps (絶縁された電位、CP 5611 に互換性がある)、オプショ

ン 

PROFINET 10/100 Mbps (CP 1616 オンボード)、RJ45 3 個、オプション 

Ethernet   2×10/100/1000 Mbps (RJ45 2 個) 
ウェイクオン LAN およびリモートブートをサポート 

USB    2×前面パネル、4×背面パネル、1×内部;(高電流) 

シリアル   COM1 (V.24)、COM2 (V.24)9 ピン 

パラレル   LPT1 

モニタ    1×DVI-I (ケーブルアダプタを使用する DVI-D または VGA) 

キーボード   PS/2   

マウス   PS/2 

オーディオ マイク、ラインアウト/ヘッドセット 

電源   100 V AC から 240 V AC まで広範囲; NAMUR に準拠した短期間

の停電用バックアップ: 定格電圧 0.85 で最大 20 ms  
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モニタリング機能    

温度 • 許容動作温度のオーバーシュート/アンダーシュート 

• メッセージをアプリケーションプログラムによって評価可能 

ファン • 速度モニタリング 

• メッセージをアプリケーションプログラムによって評価可能 

ウォッチドッグ   • IPC のモニタリング 

• モニタ時間をソフトウェアでパラメータ化可能 

• 異常が発生した場合に再起動をパラメータ化可能 

• メッセージをアプリケーションプログラムによって評価可能 

ステータス LED • POWER (内部電源ユニット、PC オン) 

• HDD(ハードディスクドライブへのアクセス) 

• ETHERNET 1、ETHERNET 2 (Ethernet ステータス) 

• PN Ι MPI/DP (PROFIBUS/MPI インターフェースの活動表

示、CP 1616 搭載インターフェースのオプションの製品機能

またはステータス表示、オプションの製品機能) 

• WATCHDOG (ウォッチドッグ機能/エラー表示) 

• TEMP (温度ステータス) 

• FAN(速度モニタリング) 

• SIMATIC モニタリングソフトウェアに加え、HDD1、
HDD2、HDD3 アラーム RAID のステータスメッセージ(RAID
オプション使用の場合のみ) 

 

基本バリエーション 

CPU マザーボード フィールドバスのないマザーボード 

バスモジュール 8 スロット(7×PCI、1×PCIe x16)  
or 
11 スロット(7×PCI、1×PCIe x16, 3×PCIe x4) 

プロセッサ  Intel® Core™ i3-330E (2.13 GHz、2 コア、4 スレッド、1066 
MT/s FSB、3 MB キャッシュ、EM64T、VT-x) 

RAM 拡張 1 GB SDRAM DDR3 1066MT/sec (PC3-8500) 
ECC なしシングルチャンネル 
最大 8 GB 用 2 DIMM ベース(ECC なしまたはあり) 1) 
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基本バリエーション 
ドライブ装置   

ハードディスク 250 GB SATA、3.5 インチ、内蔵 

オペレーティングシステ

ム 
なし 

1) 4 GB 以上のメモリ拡張は 64 ビットオペレーティングシステムでのみ使用できます。 

 

オプションアクセサリ 

プロセッサ • Intel® Core™ i5-520E (2.4 GHz、2 コア、4 スレッド、

1066 MT/s FSB、3 MB キャッシュ、TB、EM64T、VT-
x、VT-d、AMT) 

• Intel® Core™ i7-610E、(2.53 GHz、2 コア、4 スレッ

ド、1066 MT/s FSB、4 MB キャッシュ、TB、
EM64T、VT-x、VT-d、AMT) 

RAM 拡張 最大 8 GB、デュアルチャンネル(ECC なしまたはあり) 1) 

PROFIBUS/MPI 12 Mbps (絶縁された電位、CP 5611 に互換性がある) 

PROFINET 10/100 Mbps (CP 1616 搭載、RJ45 3 個) 

ドライブ装置 

DVD ROM 読み取り: 
DVD ROM: シングルレイヤ 16x、デュアルレイヤ 10x 
DVD+R/RW、DVD-R/RW 12x、DVD-RAM 5x 
CD-ROM:CD-R 48x、CD-RW 40x 

DVD バーナー 読み取り: 

DVD ROM: シングルレイヤ 18x、デュアルレイヤ 12x 
DVD-R/+R: シングルレイヤ 16x、デュアルレイヤ 12x 
DVD-RW/+RW 13x、DVD-RAM 12x 
CD-ROM: CD-R 48x、CD-RW 40x 

書き込み: 

DVD+R 24x、DVD+RW 8x、DVD-R 24x、DVD-RW 6x、 
DVD+R (DL) 12x、DVD-R DL 12x、DVD-RAM 6x、 
CD-R 48x、CD-RW 32x 
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オプションアクセサリ 

内部ドライブベイへの取り付け(固定または振動減衰) 

• 250 GB (SATA) 

• 2×500 GB (SATA) 

• RAID1: 500 GB ( 2×500 GB、SATA) 

ハードディスク 3.5 イン

チ(SATA/SAS) 

リムーバブルラックの前面ブラケットに取り付け 

• 250 GB (SATA) 

• 500 GB (SATA) 

• 2×500 GB (SATA) 

• RAID1: 

500 GB ( 2×500 GB、SATA) 

1000 GB (2×1000 GB、SAS) 

• RAID5: 

1 テラバイト(3×500 GB、SATA) 

2 テラバイト(3×1000 GB、SAS) 

ソリッドステートドライ

ブ 2.5 インチ(SATA) 
• 50 GB SLC 

増設モジュール 

SAS ハードウェア RAID
コントローラ 2) 

インテリジェント PCIe-x8 RAID コントローラタイプ: AD-
5405Z 

• 最大 3 台の SAS ドライブ用 

• CPU、キャッシュメモリあり(システムに対する遡及効

果を少なくするため) 

• 電源異常の場合のデータ安全用バッファ付き 

オプションアクセサリ 

グラフィックモジュール

2) 
• グラフィックカード PCIe x16、デュアルヘッド(2×DP

または 2×VGA または 2×DVI-D) 

DVI-I から VGA へのアダ

プタ 
VGA ポートを備えたモニタを PC に接続する場合に使用

(コンフィグレータに注文可能)。 
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PROFINET に関するその他の文書 

PROFINET (http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/18880715/133300)に
ついての入手可能な情報の概要を取得してください。  

 

文書名 この文書の内容 

この文書は、製品パッケージに含まれていません。 

はじめに 
PROFINET IO の手引書: マニュアル

集 

この文書では、完全な機能を持つアプリケー

ションのコミッショニング方法についてステ

ップごとに説明した、具体的な例を使用して

います。 

マニュアル 
PROFINET システムの説明 

PROFINET IO に関する以下の基本的な知識を

提供します。 

ネットワーク構成部品、データ交換と通信、

PROFINET IO、構成部品ベースのオートメー

ション、PROFINET IO と構成部品ベースのオ

ートメーションのアプリケーション例。 

マニュアル 
PROFIBUS DP から PROFINET IO ま

で 

インストールされている PROFIBUS システム

を PROFINET システムに変換する際には、こ

の文書を読んでください。 

Readme ファイル CP 1616/CP 1604
および DK-16xx PN IO 用 

SIMATIC NET 製品 CP 1616/CP 1604、CP 
1616 オンボード、デベロッパキットに関する

最新情報を提供します。 

設定マニュアル 
PC ステーションのコミッショニング 

PC を PROFINET IO コントローラまたは IO
デバイスとして、コミッショニングおよび設

定するために必要な情報が、すべて記載され

ています。 

マニュアル 
PG/PC による SIMATIC NET 産業用

通信: 第 1 巻 - 基本 

PG/PC による SIMATIC NET 産業用

通信: 第 2 巻 - インターフェース 

このマニュアルは、産業用通信を紹介し、使

用できる通信プロトコルについて説明しま

す。 IO ベースのユーザープログラミングイン

ターフェースの代わりとしての OPC インター

フェースについても、説明します。 

産業用イーサネット用 S7 CP 

設定とコミッショニング 

これは以下のサポートを提供します。 
-S7 ステーションのコミッショニング 
-有効な通信の確立 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/18880715/133300�
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文書名 この文書の内容 

マニュアル 
SIMATIC NET - ツイストペアおよび

光ファイバネットワーク 

この文書に従って、産業用イーサネットネッ

トワークを設定および構築します。 

この文書は、以下の同梱のマニュアルおよびドライバ CD の一部です。 

取扱説明書 
CP 1616/CP 1604/CP 1616 オンボー

ド 

操作に必要なすべての情報を提供します。  

インストールガイド 
デバイスドライバ CP16xx.sys 

NDIS デバイスドライバ CP16xx.sys をインス

トールする場合は、このガイドをお読みくだ

さい。 

詳細情報 

特定の製品についての情報は、以下のインターネットアドレスをご覧ください。 製品

の関連情報SIMATIC NET (http://www.siemens.com/simatic-net) 

 

http://www.siemens.com/simatic-net�
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機能 9
9.1 モニタリング機能の概要 

基本バージョンでも、装置にはオプションでモニタリング機能が装備されます。適切な

ソフトウェアと組み合わせて使用すると、表示、モニタリングおよびコントロールの次

の機能が使用可能になります。 

● 温度モニタリング(温度センサによる過熱 / 温度不足) 

● ファンモニタリング(ファン速度が遅すぎる、ファン故障、またはタコメータ線の断

線) 

● RAID システムでも S.M.A.R.T 機能を使用したハードディスクのモニタリング 

● ウォッチドッグ(コンピュータのハードウェアまたはソフトウェアのリセット) 

● 動作時間メーター(累積動作時間の情報) 

● RAID アラーム表示 

● バッテリモニタ(CMOS バッテリの充電ステータスが表示されます) 

● 二重化電源のステータス(モジュールエラーが表示されます) 

音声によるアラームをミュートすることができます。 

● ATM (アクティブ管理テクノロジ) 

SIMATIC IPC DiagBase ソフトウェア 

SIMATIC IPC DiagBase ソフトウェアを使用すると(製品パッケージに含まれる)、ロー

カルモニタリング用にこれらの機能を使用できます。一般的なモニタリング用の

DiagBase Management Explorer アプリケーションまたは個別のアラーム通知用の

DiagBase Alarm Manager を使用することができます。 

DiagBase ソフトウェアの DMAPI プログラミングインターフェースとサンプルプログ

ラムは、「マニュアルおよびドライバ」DVD のディレクトリ

「\Drivers\DiagBase\program files\Siemens\DiagnosticManagement」にあります。 

SIMATIC IPC DiagBase ソフトウェアの機能に関する追加情報は、オンラインヘルプで

入手可能です。  
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SIMATIC IPC DiagBase ソフトウェア 

SIMATIC IPC DiagMonitor ソフトウェアは、CD で注文できます(製品と一緒には出荷さ

れません)。CD には、ネットワーク対応のモニタリングソフトウェア、モニタ対象のス

テーション用ソフトウェアおよびカスタムアプリケーション作成用ライブラリが格納さ

れています。    

ATM (アクティブ管理テクノロジ) 

AMT は、コンピュータのリモート保守用のインテルのテクノロジです。AMT PC をリ

モートでオン、オフし、BIOS セットアップをリモートで起動します。ISO ファイルに

よって、種々のオペレーティングシステムをブートできます。 

9.2 温度モニタリングと温度表示 
温度は、デバイスの重要な箇所に取り付けられている温度センサを使って記録されま

す。 1 つのセンサは処理温度をモニタし、その他のセンサはバスモジュールを下回る重

大な点についてモニタします。     

点滅する温度 LED は、装置がその限界で動作していることを示します。 温度値の 1 つ

が設定温度しきい値を超えると、以下のエラー反応動作がトリガされます。 

 

リアクション オプション 

温度 LED が赤に切り替わる なし 

デバイス冷却ファンが最大速度に切り替わる(電源ユニ

ットはファンを独自に制御) 
なし 

SIMATIC モニタリングソフトウェアがアラームを受け

た 
開始ユーザー定義プログラム

を設定できます。 

温度エラーは、装置が目的どおりに使用されれば発生しません。 温度エラーが発生し

た場合は、次の考えられる原因をチェックします。 

● 冷却ファンの開口部がカバーされていないか 

● フィルタの汚れ 

● ファンが適切に機能しているか 

● 周囲温度が指定範囲内にあるか 

● 電源の総出力が指定された限界内にあるか 
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温度エラーは、温度がしきい値以下になり、以下のいずれかの方法でリセットされるま

で、メモリに保持されます。 

● モニタリングソフトウェアによるエラーメッセージの確認 

● 装置の再起動 

9.3 ウォッチドッグ(WD) 

機能 

ウォッチドッグ(WD)は装置の活動をモニタし、装置の過負荷や障害をさまざまな応答

によってユーザーにレポートします。    

デバイスの POWER ON の後、または HW RESET (コールド再起動)の後、ウォッチド

ッグはアイドル状態にあります。すなわち WD の反応はトリガされず、ウォッチドッ

グ LED はオフになります。 たとえば DiagBase または DiagMonitor ソフトウェアを実

行することによってウォッチドッグが有効になると、ウォッチドッグ LED は緑色に点

灯します。 

WD の反応 

ウォッチドッグが設定時間内にトリガされなかった場合、次の反応がトリガされます。 

 

リアクション オプション 

ウォッチドッグ LED が緑から赤に切り替わる なし 

PC リセットをトリガする 設定可能 

SIMATIC モニタリングソフトウェアが起動している なし 

ウォッチドッグモニタ時間(TWD)   

モニタ時間は、4～255 秒の範囲内で 1 秒刻みで設定することができます。 
 

 注記 
ウォッチドッグ有効時(つまりウォッチドッグ実行中)にモニタ時間が変更されると、ウ

ォッチドッグは再トリガされます。 
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9.4 ファンモニタリング 
前面/プロセッサ/電源ユニットファンの動作がモニタされます。 ファンが故障すると、

以下の反応がトリガされます。     

 

リアクション オプション 

ファン LED が赤に切り替わる なし 

SIMATIC モニタリングソフトウェアがア

ラームを受けた 
ユーザー定義プログラムのスタートアッ

プ 

設定可能 

ファンのエラーは、ファンの障害が解決され、以下のいずれかの方法でエラーがリセッ

トされるまでメモリに保持されます。 

● SIMATIC モニタリングソフトウェアによるエラーメッセージの確認(たとえば、

SIMATIC IPC DiagBase ソフトウェアまたは SIMATIC IPC DiagMonitor ソフトウェ

アの管理エクスプローラー) 

● 装置を再起動する。 

9.5 RAID モニタリング 
SIMATIC モニタリングソフトウェアと共に、そして RAID ソフトウェアに加えて、

RAID システムのステータスは LED からの HDD1 アラーム、HDD2 アラーム、HDD3
アラームで表示されます。 RAID システムと RAID ソフトウェアの操作に関する詳細情

報は、RAID のセクションを参照してください。 

リアクション 意味 オプション 

Off RAID システムの動作準備ができていま

す。 SIMATIC ソフトウェアが動作してい

ません。 

1 つが赤色 ドライブ 1、ドライブ 2 またはドライブ 3
が故障しました。 

すべて赤色 RAID システムの動作準備ができていませ

ん。 影響を受けるドライブを、RAID ソフ

トウェアを使って特定する必要がありま

す。 

HDD1 
ALARM 

HDD2 
ALARM 

HDD3 
ALARM 

すべて点滅 RAID システムは現在同期されています。 

なし 
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9.6 バッテリモニタ 
取り付けたバックアップバッテリの耐用年数は 5 年です。 そのステータスは、2 段階の

バッテリモニタでチェックされます。 その情報は、I/O レジスタから読み取り、評価す

ることができます。   

最初の警告レベルに達したときの、CMOS データをバッファリングするためのバッテ

リの残りの耐用年数は少なくとも 1 ヶ月です。  

9.7 二重化電源のステータス 
モジュールのステータスはモニタされています。 入力電圧またはファンが故障した場

合、モジュールによってレポートされます。 ソフトウェアを試用して、電源の音声に

よるアラームをミュートすることができます。    

 

リアクション オプション 

SIMATIC モニタリングソフトウェアがア

ラームを受けた 
アラームのミュート 

開始ユーザー定義プログラムを設定でき

ます。 

9.8 アクティブ管理テクノロジ(AMT) 
ATM (アクティブ管理テクノロジ)はコンピュータ(本書の以後の部分では単に AMT-PC
と呼びます)をリモート保守するためのテクノロジで、以下の機能が含まれています。 

● キーボード–ビデオ–マウス(KVM)のリダイレクト: AMT ハードウェアに統合されて

いる KVM を使用して、AMT PC にリモートでアクセスします。 KVM を使用する

と、オペレーティングシステムがないか、オペレーティングシステムに欠陥がある

AMT PC もコントロールできます。 ファームウェアに組み込まれている KVM によ

って、常に KVM リモートセッションが可能です。 これは、リモートで PC を再起

動して、BIOS セットアップを変更できることを意味します。 

● リモート電源管理: AMT PC は、他の PC からオン、オフおよび再起動できます。 

● SOL (シリアルオーバーLAN): シリアルインターフェースのデータのネットワークへ

のリダイレクト。 この機能の主な用途は、コンソールを使用した、AMT PC のテキ

ストベースのリモートコントロールです。 
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● IDE リダイレクト: ヘルプデスク PC の ISO ファイルは、AMT PC にマウントし、

DVD ドライブとして使用できます。 

ISO ファイルには、ISO 9660 フォーマットで構成されている CD または DVD の内

容のメモリイメージが含まれます。  

● リモートリブート: AMT PC は、他の PC によって使用可能になったブート可能な

ISO ファイルから、ブートできます。 

SIMATIC IPC リモートマネージャ 

"SIMATIC IPC リモートマネージャ"ソフトウェアは、SIMATIC IPC での AMT 機能を利

用するために使用できます。このソフトウェアは、シーメンスのオンラインオーダーシ

ステムから注文することができます。 「SIMATIC IPC リモートマネージャ」に関する

詳細情報については、対応する製品マニュアルを参照してください。 

SIMATIC IPC リモートマネージャの一般的な用途と機能:  

● AMT による SIMATIC IPC のリモートメンテナンス(たとえば、オペレーティングシ

ステムの異常や BIOS 設定の適合の場合でのサービス目的で)。 

● オンサイト使用のない診断 

● 便利なサービス: 追加ハードウェアなしに、ヘッドレスシステムなどの AMT クライ

アントにアクセスする 

● リソース管理 

必要条件 

● Core i5 または Core i7 プロセッサを搭載した装置 

● 機能している、設定済みの管理エンジン 

● 機能している、設定済みの Ethernet 接続 

● 完全な AMT 機能用 Ethernet 接続が機能していて設定済みである、ヘルプデスク

PC 

AMT PC の設定 

BIOS セットアップおよび MEBx (管理エンジン BIOS 拡張)を使用して、AMT を設定し

ます。 MEBx は、AMT 設定用の BIOS 拡張です。 

起動時に BIOS が一時的に表示されたら、<Ctrl+P>キーボードショートカットを押しま

す。 [MEBx]ダイアログが開きます。
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拡張とパラメータの割り付け 10
10.1 装置を開けます。 
 

注意 
 

装置を開けての作業は、許可された技術者のみが行えます。 保証期間中に、ハードウ

ェアを拡張するためメモリモジュールや拡張カードのみを取り付けることができま

す。 
 

注意  
静電気の影響を受ける装置 
装置には、静電気によって破損する可能性のある電子部品が内蔵されています。 これ

によって、マシンまたはプラントの故障や損傷の原因となります。 
装置のドア、装置のフラップやハウジングカバーなどの装置を開く場合でも、予防措

置を行ってください。 追加情報については、静電気の影響を受けやすい装置の取り扱

いに関する(ESD)ガイドラインを参照してください。 
 

TORX T10、T20 ドライバや、4.5-mm の六角スパナ(後部パネルのインターフェースイ

ンターロック用)を使用して、装置のすべての部品を取り付けることができます。 

必要条件 

● 装置が電源から切断されている。 

● ドライバーT10 

  注記 
まず電源切断を行わずに装置を未許可で開けると、装置を破損したりユーザーを危

険にさらす恐れがあります。 

責任の否認 

すべての技術データおよび認可は、シーメンス社から発売された拡張ユニットに限って

適用されます。  

シーメンス社は、サードパーティ製の装置または部品の使用によって生じた機能障害に

ついては責任を負わないものとします。 

構成部品の取り付け指示に従ってください。本装置の UL 認可は、UL 認可の部品を

「適合条件」に従って使用した場合に限って適用されます。 



拡張とパラメータの割り付け  
10.1 装置を開けます。 

 SIMATIC IPC847C 
80 操作説明書, 06/2011, A5E03725237-01 

装置を開けます。  

 

装置を開けるには 

1 前面パネルを開きます。  

2 写真の赤枠で囲まれたネジを

ゆるめます。 

ネジはハウジング内に閉じ込

められたままです。 

 

3 カバーを後ろに押して取り外

します。 
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10.2 メモリの拡張 

10.2.1 メモリモジュールの取り付け 

メモリ拡張オプション 

マザーボードにはメモリモジュール用のスロットが 2 つ装備されています DIMM DDR3
メモリモジュール、ストレージ周波数 1066 MT/秒、タイプ PC3-8500、バッファな

し、ECC なし、または ECC ありが利用できます。 これによって、最大 8 GB のラック

メモリを拡張することができます。32 ビットオペレーティングシステムの場合、その

うち約 3.2 GB をオペレーティングシステムとアプリケーションに使用することができ

ます。 1 つまたは 2 つのモジュールを取り付けることができます。 

 

組み合わせ スロット X19 (外側) スロット X20 (内側) 最大拡張 

1 1 GB / 2 GB / 4 GB  4 GB 

2 1 GB / 2 GB / 4 GB 1 GB / 2 GB / 4 GB 8 GB 
 

 

 注記 

• モジュールはどのスロットにも取り付けることができます。 モジュールが 2 つ取り

付けられている場合は、メモリはデュアルチャンネルモードで作動します。 

• 自身のメモリがある拡張モジュール(たとえば、256 MB 以上を備えたグラフィック

カード)をモジュールで使用する場合、32 ビットオペレーティングシステムまたはア

プリケーションで使用可能なメモリは 3.2 GB 未満になることもあります。 

動作故障を防止するため、マザーボード上の実際のメモリ拡張と、拡張モジュール

の予約メモリが重ならないように、モジュールを拡張する必要があるかもしれませ

ん。 
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準備 

装置の主電源を切って、すべてのケーブルを抜きます。 
 

注意 
 

PCBSの電子部品は静電気放電の影響を非常に受けます。 こういった部品を扱うとき

は、常に適切な予防策を講じてください。 静電気の影響を受ける部品の取り扱いに関

するESD指令を参照してください。 ESD指令 (ページ 261) . 
 

メモリモジュールの取り付け 

 

メモリモジュールの取り付け方法 

1 装置を開けます。以下の項目を確認してください: 

装置を開けます。 (ページ 79) 

2 複数の空きスロットがある場合、最も小さい番号のスロットを使用してくださ

い。 

3 メモリモジュールをパッケージから取り出します。  

上辺だけを持ちます。 挿入するときは写真の赤枠で囲った切り込みに注意してく

ださい。  

4 メモリモジュールをマザーボー

ドに対して平らな角度に持ち、

スロットに押し込みます。  

 

5 つぶさないように、メモリモジ

ュールの両側を押してくださ

い。 メモリモジュールがカチッ

という音ではまります。 モジュ

ール全体の長さにわたって金色

の接点の 1 mm 未満が均等に見

えていれば、メモリモジュール

は正しく挿入されています。  

6 装置を閉めます。 
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メモリモジュールの取り外し  

 

メモリモジュールの取り外し方法 

1 装置を開けます。以下の項目を

確認してください:  

装置を開けます。 (ページ 79) 

2 メモリモジュールの両側にある

2 つのラッチを均等に開きま

す。 メモリモジュールをスロッ

トから取り出します。 

3 装置を閉めます。 
 

現在のメモリ設定の表示 

新しいメモリ設定が自動的に検出されます。 「基本メモリと拡張メモリ」の割り付け

は、装置の電源を入れたときに自動的に表示されます。 

10.3 拡張カードの取り付け 

10.3.1 モジュールに関する注記 

モジュール仕様に関する注記  

装置は、PCI 仕様 2.3 または PCIe 仕様 1.0a または 2.0 に適合するモジュールでの使用

を想定して設計されています。 このモジュールは、5 V および 3.3 V PCI モジュールの

操作をサポートしています。 定義済みの機械デフォルトに適合することが必須です。 
これらのデフォルトに適合できなかった場合、接点の問題、機能不全および組み立ての

問題が発生することがあります。 許容されるモジュール寸法は、「寸法図」セクショ

ンに指定されています。 

ロング PCI、PCIe モジュールに関する注記 

ロング PCI / PCIe モジュールは、エクステンダを装着してガイドレールに挿入する必

要があります(エクステンダはロング PCI/PCIe ボードに付属しています）。  
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PROFINET 拡張モジュールに関する注意 

「CP 1616 搭載」オプションは、PROFINET モジュール (CP 1616 など)をシステムに

インストールする前に、CP 1616 を搭載した装置の BIOS で無効にする必要がありま

す。  

10.3.2 拡張モジュールの取り付け 

準備 

装置を主電源から切断します。 

拡張モジュールの取り付け  

 

拡張モジュール(PCI / PCIe 形式)の取り付け方法 

1 装置 (ページ 79)を開けます。  

2 モジュール保持具の取り外し ③  

3 計画したスロットのスロットカバー①の

ネジをゆるめます。 

4 拡張モジュール②を該当するスロットに

挿入します。 

5 拡張モジュールに対してスロットカバー

①をネジ留めします。 

6 モジュール保持具③をもう一度挿入しま

す。 

7 空きの保持具④をゆるめ、拡張モジュー

ルに載せてしっかりとネジ留めします。  

短い拡張モジュールの場合、保持具から

留めネジを外し、反対側の穴にネジ留め

することができます。 

8 装置を閉めます。 



 拡張とパラメータの割り付け 
 10.3 拡張カードの取り付け 

SIMATIC IPC847C 
操作説明書, 06/2011, A5E03725237-01 85 

リソースの割り付けに関する注記  

マザーボードの機能範囲が広いため、PCI /PCIeモジュール用の専用割り込みは 2 つし

か使用できません。 新しい拡張モジュールが追加の専用リソースを必要とする場合

は、マザーボードの特定機能を無効にする必要があります。 割り当てられたりソース

に関する詳細情報については、セクション システムリソース (ページ 204)を参照してく

ださい。 マザーボードの機能の無効化についての情報は BIOSセットアップ (ペー

ジ 210)BIOS Setupメニューに記載されています。 PCI IRQ線のPCIスロットへの割り

当てに関する情報は、[詳細メニュー]またはバスボード (ページ 193)セクションにあり

ます。  

デバイスは、最高 48K の拡張 ROM の付いたグラフィックモジュールをサポートしま

す。 

10.3.3 RAIDカードの取り付け 

RAID システムを使用して 1 台のコンピュータの複数の物理ハードディスクを 1 台の論

理ドライブに編成する場合、これによって 1 台のハードディスク故障の場合のデータ可

用性向上や、1 台の物理ドライブの場合よりも大きなデータスループットが可能になり

ます。 
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必要条件 

● コンデンサブロック①とハードディスクドライブ②の接続を持つ 1 台の RAID モジ

ュール 

 

● メンテナンスフリーのキャッシュモジュール(ZMM)のコンデンサブロック 

 

● ハードディスクドライブ②から RAID モジュールへの接続用アダプタケーブル 

 

接続①の番号付けに注意してください。 

● SAS-LED ケーブル(マザーボード上の SCSI-LED 接続への接続) 
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手順 

 

図 作業手順 

コンデンサブロック①を 2 本のケーブル

タイ②でモジュールブラケット③に固定

します。 

– スロット 4 に RAID カードを取り付けま

す。 

– RAID カードをホルダに固定します。 

コンデンサブロックコネクタを印を付け

た位置に挿入します。 
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図 作業手順 

アダプタケーブルを印を付けた位置に挿

入します。 

コネクタラッチがはまることを確認しま

す。 

SAS-LED ケーブルの黒のコネクタを、

RAID モジュールの 2 ピンヘッダーJ1 
(AACT)に取り付けます。 

ケーブルの色に基づいて極性を特定しま

す。 左側が黒、右側が赤。 

白のコネクタをマザーボードの取り付け

位置「SCSI-LED」に取り付けます。 

SAS-LED ケーブルはコード付けされ、は

まります。 

機能チェックモニタのための、操作表示

の HDD LED。 ハードディスクにアクセス

があると点滅します。 

– アダプタケーブルを必要なドライブに接

続します。 
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10.4 ドライブの取り付け 

10.4.1 ディスクドライブ取り付けのオプション 

 

前面ドライブベイ  項

目 
説明 

① 前面ドライブベイ 

② 3.5 インチドライブ

ベイ 

 

③ DVD ドライブまたは

リムーバブルラック

用の 5.25 インチド

ライブベイ 

 

 

背面ドライブベイ(制振機能付き) 項

目 
説明 

① 背面ドライブベイ 

 

② ハードディスクドラ

イブ用の 2 つのベイ

(衝撃および振動の減

衰機能付き)  
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内蔵ドライブベイ(固定) 項

目 
説明 

① ハードディスクドラ

イブ 

② 3.5 インチハードデ

ィスク用セカンドド

ライブベイ 

 

③ 内蔵ドライブベイ(固
定)  

ハードディスクの取

り付け/取り外しのた

めにドライブベイを

取り外す必要はあり

ません。 

10.4.2 前面ドライブベイのディスクドライブの取り付けと取り外し 

準備 

1. 装置を電源から切断し、すべての接続ケーブルを装置から外します。 

2. 装置を開けます。以下の項目を確認してください: 装置を開けます。 (ページ 79) 
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前面ファンを取り外すには 

5.  ファンコネクタを引き出し

ます。  

 

6. ファンを止めているすべて

の拡張リベットを緩め、ホ

ルダーからファンを取り外

します。 

 

ファンの取り付け 
 

通知 
 

常に同じタイプの冷却ファンを取り付けてください。 SIMATIC PCのオリジナルスペ

アパーツに関する情報は、インターネットのSIMATIC PC/PGのアフターサービス情報

システム (http://www.siemens.com/asis)で入手できます。  
必ずファンの矢印がファンブラケットから離れた位置を指すようにしてください。 フ
ァンから冷たい空気が筐体に吹き込まれます。 

 

ファンの取り付け位置 

逆の順序でファンを取り付けま

す。 ファンの矢印の方向に注意

してください。矢印はファンラッ

クの方向を指します。 全面ファ

ンから冷たい空気が筐体に吹き込

まれます。 図にファンの正しい

取り付け位置を示します。  

 

http://www.siemens.com/asis�
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ドライブファンの交換 

ドライブファンを取り外すには 

1. ネジ①のネジを外し、筐体

からファンラック②を取り

出します。  

 

2. ファンケーブルを外しま

す。 
 

3. 2 本のネジ①をファン②か

ら抜きます。 

 

逆の順序でファンを取り付けます。 ファンの矢印の方向に注意してください。矢印は

ファンラックの方向を指します。 ドライブファンは筐体から高温の空気を排出しま

す。 
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11.1.5 バックアップバッテリの交換 

BIOS セットアップとリアルタイムクロック用 CMOS データのバックアップにはバッテ

リが使用されます。 

交換に関する注意事項 
 

 注記 
バッテリは摩損する部品です。 PC の機能を維持するために、バックアップのバッテリ

を 5 年おきに交換してください。 
 

注意  
破損のリスク 
リチウム電池は同一のもの、またはメーカー推奨のタイプのみと交換可能です(注文番

号: A5E00047601)。 SIMATIC PCのオリジナルスペアパーツに関する情報は、インタ

ーネットのSIMATIC IPCからの販売後情報システム (http://www.siemens.com/asis)で
入手できます。  

 

廃棄 
 

注意 
 

使用済みバッテリは、地方治自体の条例に従って処分してください。 
 

準備 
 

 注記 
BIOS の設定によっては、バックアップバッテリの交換時に装置の設定データが削除さ

れます。 
設定データは BIOS の"プロファイル: ユーザー"設定に保存されます。日付と時間のみ

が再設定が必要です。  
 

設定を入力可能な表は、セクション BIOSセットアップのデフォルト設定 (ページ 237)
にあります。 

装置を主電源から切り離し、すべての接続ケーブルを取り外します。 

http://www.siemens.com/asis�
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バッテリの交換  

以下のように実行します。 

 

バッテリを交換するには  

1. 装置 (ページ 79)を開き、必要に

応じ拡張モジュールを取り外し

ます。 関連項目 拡張モジュール

の取り付け (ページ 84) 

 

3. ソケットからバッテリを取り外

します。 

 

4. 新しいバッテリを軽く押しなが

らソケットに押し込みます。 

 

5. 装置を閉めます。  

新しい BIOS セットアップ 

BIOS セットアップの設定によっては、バックアップバッテリの交換時にデバイスの設

定データが削除されるため、BIOS セットアップで再設定する必要があります。 
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11.1.6 AC電源の取り外し 
 

警告  
許可された作業者だけが、電源を交換することができます。 

 

必要条件  

● 装置を主電源から切り離します。 

● 装置からすべての接続ケーブルを取り外します。 

● 装置を開けます。 

関連項目 装置を開けます。 (ページ 79)  

● ドライバーT10 

電源の取り外し 

 

電源の取り外し方法 

1. ドライブとマザーボードのケーブルを切断します。 

2. ケーブルを筐体に固定しているケーブルタイを取り

外します。 

3. 取り付けプレートの留めネジ①を取り外します。 

4. バスボードの電源ケーブルに手が届くまで、筐体背

面から電源モジュールを引き出します。 

5. バス PCB の電源ケーブルを引き出します。 

6. 取り付けプレート上の電源ユニットの留めネジ②を

ゆるめます。 

 

11.1.7 二重化AC電源の取り外し 
 

警告  
許可された作業者だけが、電源を交換することができます。 
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AC モジュールの交換 

二重化電源のモジュールが異常である場合、制御された方法でシャットダウンするまで

システムを操作し続けることができます。 

 

モジュールを交換する手順 

1. LED①を使用して、異常なモジュールを特定

します(そのモジュールの LED はオフになり

ます)。 

2. 電源をスイッチオフできるように、装置をシ

ャットダウンします。 

3. 異常なモジュールの電源ケーブルを取り外し

ます。 

4. 異常なモジュールのクロスチップネジ②をゆ

るめます。 

5. ハンドルを持って、異常なモジュールを引き

出します。  

6. 新しいモジュールを挿入し、ネジで固定しま

す。  

7. 電源ケーブルを再接続し、装置を再起動しま

す。 
 

下記も参照 

装置を開けます。 (ページ 79) 

11.1.8 二重化電源の完全な交換 

まれに、モジュールの交換では問題が解決しないことがあります。 その場合、二重化

電源を交換する必要があります。 
 

警告  
許可された作業者だけが、電源を交換することができます。 
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準備 

1. 装置を主電源から切り離し、すべての接続ケーブルを取り外します。 

2. 装置を開けます。以下の項目を確認してください: 装置を開けます。 (ページ 79) 

二重化電源の完全な交換 

 

二重化電源の交換方法 

1. 上記に説明したとおり、モジュー

ルを電源から取り外します。 

2. ドライブとマザーボードの電源ケ

ーブルを切断します。 

3. 電源ケーブルを筐体に固定してい

るケーブルタイを取り外します。

4. 装置内部の Torx ネジ T10 ①をゆ

るめます。 

5. 6 本の Torx ネジ T10 ②を背面パ

ネルから取り外します。 

6. ネジ山がキーホールから自由な位

置に来るまで、電源を全面ドライ

ブベイの方向にスライドさせま

す。 

7. 電源を筐体から持ち上げます。 

8.  新しい電源を取り付けるために、

同じ手順を逆の順序で実行しま

す。 
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11.1.9 バスボードの取り外し 

準備 

1. 装置を主電源から切り離し、すべての接続ケーブルを取り外します。 

2. 装置を開けます。以下の項目を確認してください: 装置を開けます。 (ページ 79). 

バスボードの取り外し  

 

バスボードを取り外すには  

1. スロットからすべてのモジュー

ルを取り外します。 

2. バス PCB の 7 本のネジ①を取り

外します。 

3. バスボードからすべてのコネク

タを引き出します。 

4. マザーボードからバスボードを

引き抜きます。 

 

11.1.10 OPの取り外し 

準備 

1. 装置を主電源から切り離し、すべての接続ケーブルを取り外します。 

2. 装置を開けます。以下の項目を確認してください: 装置を開けます。 (ページ 79). 
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操作パネルを取り外す 

 

操作パネルの取り外し方法 

1. 装置前面(3×TORX)パネルの内側の取り

付けネジ(1)を緩めます。  

 

2. ディスプレイモジュールのすべてのケ

ーブル②を切断します。 
 

11.1.11 マザーボードの取り外し 
 

注意 
 

許可された作業者だけが、マザーボードを交換することができます。 
 

準備  

1. 装置を主電源から切り離し、すべての接続ケーブルを取り外します。 

2. 装置を開けます。 詳細については以下を参照してください。 装置を開けます。 (ペ
ージ 79). 

マザーボードの取り外し  

 

マザーボードを取り外すには 

1. スロットからモジュールを取り外します。 

2. バスボードを取り外します。 
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マザーボードを取り外すには 

3. マザーボードのすべてのケーブル接続をその位置をメモしながら外します。 

4. CPU ヒートシンクの 6 本のネジを緩めます。 

5. マザーボード上の 2 本のネジと 7 本の六角ボルトを取り外します。  

 

6. インターフェースから六角ボルトをゆるめます。 

7.  新しい基本モジュールを取り付けるために、同じ手順を逆の順序で実行します。 
中央穴①の六角ボルトを最初に固定します。 

 

マザーボードは、プロセッサヒートシンク、メモリモジュール、およびバスボードのス

ペアパーツとして提供されています。 
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表示(16
進数) 

意味 説明  対策 

83H PEI_MEMORY_CALLBACK 物理メモリと

してのキャッ

シュ設定 

物理メモリとして

キャッシュを使用 
サービスケース 

84H PEI_ENTER_RECOVERY_MODE リカバリデバ

イスの初期化 
BIOS リカバリ用

デバイスの初期化 
サービスケース 

85H PEI_RECOVERY_MEDIA_FOUND リカバリイメ

ージが見つか

った 

BIOS リカバリイ

メージが見つかっ

た 

サービスケース 

86H PEI_RECOVERY_MEDIA_NOT_FOUN
D 

リカバリイメ

ージが見つか

らない 

BIOS リカバリイ

メージが見つから

ない 

BIOS リカバリ

イメージがリカ

バリ媒体(USB
スティックなど)
にないかチェッ

クする。 

87H PEI_RECOVERY_LOAD_FILE_DONE リカバリイメ

ージのロード

完了 

BIOS リカバリイ

メージのロード完

了 

サービスケース 

88H PEI_RECOVERY_START_FLASH リカバリイメ

ージによる

Flash BIOS の

開始 

BIOS リカバリイ

メージのフラッシ

ュの開始 

サービスケース 

89H PEI_ENTER_DXEIPL BIOS イメー

ジの RAM へ

のロード 

BIOS イメージを

RAM にコピー 
サービスケース 

8AH PEI_FINDING_DXE_CORE DXE コアのロ

ード 
DXE (ドライバ実

行環境)プログラム

のロード 

サービスケース 

8BH PEI_GO_TO_DXE_CORE DXE コアの入

力 
DXE プログラムの

開始 
サービスケース 

特殊コード 

BIOS はビープコードを生成しません。 
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トラブルシューティング/FAQ 13
13.1 全般的なトラブルシューティング 

このセクションでは、発生した問題を見つけてトラブルシューティングする方法のヒン

トを紹介します。 

 

問題  考えられる原因 対策 

電源なし • 電源、ネットワークケーブル、電源プラ

グをチェックします。 

• ON/OFF スイッチが正しい位置にあるか

をチェックします。 

装置が動作していない 

装置が指定された周囲環境外

で動作しています。 
• 周囲環境をチェックします。 

• 寒い気候の運搬後は、装置のスイッチを

入れる前に約 12 時間待機させます。 

モニタのスイッチがオフにな

っています。 
モニタのスイッチを入れます。 

モニタが「パワーセーブ」モ

ードになっています。 
キーボードのいずれかのキーを押します。 

輝度ボタンが暗く設定されて

います。 
輝度ボタンを使用して明るさを増加します。 
詳細については、モニタの取扱説明書を参照

してください。 

• 電源コードがモニタおよびシステムユニ

ットあるいは耐震性のある接地コンセン

トに正しく接続されているかをチェック

します。 

• モニタケーブルがシステムユニットおよ

びモニタに正しく接続されているかを確

認します。 

モニタが暗いままであ

る。 

電源コードあるいはモニタケ

ーブルが接続されていませ

ん。 

以上のチェックと対策を実行した後でもまだ

モニタ画面が暗い場合は、技術サポートチー

ムに連絡してください。 
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問題  考えられる原因 対策 

マウスドライバがロードされ

ていません。 
マウスドライバが正しくインストールされ、

ユーザープログラムを開始したときに使用で

きるかどうか確認します。 マウスドライバ

についての詳細は各マニュアルを参照してく

ださい。  

• マウスコードがシステムユニットに正し

く接続されているかを確認します。 

• マウスケーブルにアダプタまたは延長ケ

ーブルを使用している場合は、これらの

コネクタも確認します。 

マウスポインタが画面に

表示されない。 

マウスが接続されていませ

ん。 

以上のチェックと対策を実行してもまだマウ

スポインタが画面に表示されない場合は、テ

クニカルサポートチームに連絡してくださ

い。 

PC の時刻および/または

日付が間違っています。 
 1. ブートプロセス中に F2 を押して、BIOS

セットアップを開きます。 
2. 設定メニューで日付と時刻を設定しま

す。 

BIOS 設定は OK である

が、時刻と日付がまだ間

違っている。 

バックアップバッテリが切れ

ています。 
バックアップバッテリを交換します。 

USB ポートが BIOS で無効に

なっています。 
異なる USB ポートを使用するか、またはポ

ートを有効にします。 

USB 2.0 デバイスが接続され

ているが、USB 2.0 が無効で

す。 

USB 2.0 を有効にします。 

USB デバイスが応答しま

せん。 

オペレーティングシステムが

USB ポートをサポートしてい

ません。 

• マウスとキーボードの USB の既存サポー

トをオンにします。 

• 他のデバイスについては、必要なオペレ

ーティングシステムについて USB デバイ

スドライバが必要です。 
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問題  考えられる原因 対策 

DVD/CD ドライブドアが

ある場合、開かない 
装置のスイッチを切るか、ソ

フトウェアアプリケーション

によって開/閉ボタンが無効に

なっています。 

データ媒体の緊急取り出し: 
3. 装置の電源を切ります 
4. 伸ばしたペーパークリップのような先の

細い針金をドライブの緊急抜き出し口に

差し込みます。 ドアが開くまで慎重に圧

力をかけます。 
5. 手でドアをさらに引き出します。 

マウスが移動する場合、

あるいはプログラムが呼

び出される場合、画面が

点滅します 

DDC 情報が利用できません。

考えられる原因: 

• モニターが DDC 情報を提

供していません 

• KVM スイッチが DDC 情報

を転送しません。 

• DVI-D/VGA コネクタ用

DVI-I の Y ケーブルアダプ

タが使用中です 

• DDC をサポートするモニターを使用して

ください 

• DDC 情報を転送する KVM スイッチを使

用してください。 

• 1 つのインターフェースのみがある単純

なケーブルアダプタを使用してくださ

い。 

GPT データキャリア上の

Windows オペレーティン

グシステムのスタートア

ップが、次のエラーメッ

セージで中止する: 

「ステータス: 
0xc0000225 情報: 必要な

デバイスにアクセスでき

ないため、ブート選択に

失敗しました。」 

ブートローダファイル

「BCD」のブートパラメータ

が不正または壊れています。 

Microsoft Windows から[スタートアップと修

復]を実行します。 
6. リカバリ DVD を光学ドライブに挿入しま

す。 
7. ブート中に F12 キーを使用して、Boot 

Manager を起動します。 
8. 光学ドライブの名前の前にある「UEFI」

行を選択します。 
9. 言語選択ウィンドウで[次へ]をクリックし

ます。 
10. 表示される[Windows のインストー

ル]ダイアログで、[コンピュータを修復す

る]をクリックして R キーを押します。 
[システムリカバリオプション]ダイアログ

が表示されます。 システムエラーがチェ

ックされます。 
11. 次に[修復して再起動する]をクリック

します。 
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前面パネルのエラー表示 

 

前面 LED 考えられる原因 エラー表示に関する詳細 

赤色のウォッチドッグ

LED が点灯する 
ウォッチドッグがトリガされ

ました 
「ウォッチドッグ(WD) (ページ 75)」のセク

ションを参照してください。 

赤色の TEMP LED が点灯

する 
装置内に過剰の温度がありま

す 
「温度モニタリングと温度表示 (ペー

ジ 74)」のセクションを参照してください。 

赤色のファン LED が点灯

する 
ファン故障 「ファンモニタリング (ページ 76)」のセク

ションを参照してください。 

赤色の HDD1 アラーム

LED が点灯する 
RAID がハードディスク 1 の

異常をレポートしています 
「RAIDモニタリング (ページ 76)」のセクシ

ョンを参照してください。 

赤色の HDD2 アラーム

LED が点灯する 
RAID がハードディスク 2 の

異常をレポートしています 
「RAIDモニタリング (ページ 76)」のセクシ

ョンを参照してください。 

HDD3 アラームが赤色に

点灯する 
RAID がハードディスク 3 の

異常をレポートしています 
「RAIDモニタリング (ページ 76)」のセクシ

ョンを参照してください。 

HDD1 アラーム、HDD2
アラーム、HDD3 アラー

ムが赤色に点滅する 

RAID が「再ビルド」状態に

あります 
「RAIDモニタリング (ページ 76)」のセクシ

ョンを参照してください。 

HDD1 アラーム、HDD2
アラーム、HDD3 アラー

ムが赤色に点灯する 

RAID システムの動作準備が

できていません:  
影響を受けるドライブは、RAIDソフトウェ

アを利用して特定する必要があります。 
セクション RAIDモニタリング (ページ 76)を
参照してください。 

PN Ι MPI/DP が赤色に点

灯する 
CPU 1616 オンボードインタ

ーフェースで故障が発生しま

した 

「CP 1616 オンボード通信プロセッサ (ペー

ジ 247)」のセクションを参照してくださ

い。 

前面パネルのすべての

LED が絶えず点灯する 
初期 BIOS Post でエラー テクニカルサポートに連絡してください。 
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13.2 RAID のトラブルシューティング 
 

問題 考えられる原因 対策   

ハードディスクの交換

後、システムが RAID
システムから起動しま

せん 

RAID システムに一番高

い起動優先度がありま

せん 

BIOS セットアップ、ブートメニュー: 

• RAID システムをブート優先度で許可します 

• ブート優先度順 RAID システムを最優先するよう

に設定します 

ハードディスクの交換

後、対応する SATA ポ

ートに「未使用」と表

示されます。 

システムがハードディ

スクを動作させずに起

動されました(取り外し

可能カートリッジがオ

ンにされていない可能

性があります) 

ハードディスクを動作させてシステムを再起動しま

す 

コンピュータが起動し

ないか、「起動デバイ

スが見つからない」と

いうメッセージが表示

されます 

• ブートデバイスが許

可されていません 

• ブートデバイスが、

BIOS セットアップ

のブート優先度で最

優先になっていませ

ん 

• GPT および UEFI で
セットアップされた

ブートデータキャリ

アが、BIOS セット

アップで無効になっ

ています 

• BIOS セットアップの[Boot]メニューで、ブート優

先度にブートデバイスを許可します 

• BIOS セットアップの[Boot]メニューで、ブートデ

バイスのブート優先度を変更します 

• BIOS セットアップで UEFI ブートを有効にしま

す。 
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13.3 サードパーティモジュールの使用に関する注意 
 

問題 考えられる原因 エラーを修正するまたは避けるには 

コンピュータの設定を確認します。 

• コンピュータのコンフィグレーションが出荷時の状

態に対応する場合は、テクニカルサポートチームに

連絡してください。 

• 構成を変更する場合、出荷時の状態を復元します。 
これを実行するには、サードパーティ製モジュール

を取り外し装置を再起動します。 エラーが発生し

なくなった場合は、サードパーティ製モジュールが

異常の原因でした。 サードパーティ製モジュール

をシーメンス製モジュールと交換するか、またはモ

ジュールのメーカーに連絡してください。 

• 二重化 I/O アドレス 

• 二重化ハードウェア割り込

みおよび/または DMA チャ

ンネル 

• 信号周波数または信号レベ

ルの変動 

• 異なるピン割り当て 

装置が引き続きクラッシュする場合は、テクニカルサ

ポートチームにお問い合わせください。 

起動時の装置

クラッシュ 

• 外部電源(UPS など)の不十

分な出力 
• より容量の大きな電源を使用してください。 

装置がただち

に起動または

スイッチオフ

しない。 

• カウンタ電圧は、接続また

はインストールされたサー

ドパーティ製コンポーネン

トにより装置に供給されて

います。 

コンポーネントのサプライヤーに以下を確認します。 

• コンポーネントは外部電源なしで動作できる。 

• コンポーネントは、外部電源または装置の電源のみ

を使用するよう再構成することができる。 

• そして、PC 電源または外部電源のみが使用され

る。 
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技術データ 14
14.1 一般仕様 

 

一般仕様  

注文番号 6AGA114-1... (詳細については、注文の手引きを参照し

てください) 

寸法  430.4×177.4×444.4 (幅×高さ×奥行き、単位mm) 詳細な

寸法仕様については、セクション 外形寸法図 (ペー

ジ 163)を参照してください。 

重量  最小 16 kg、最大 23 kg  

電源電圧(VN)   100 V AC から 240 V AC (-15%、+10%)まで広範囲; 
NAMUR に準拠した短期間の停電用バックアップ: 

入力電流 AC 最大７A の定電流(スタートアップ時は 5ms の間、最大

30A) 

ライン電圧周波数 50 Hz から 60 Hz (最小 47 Hz から最大 63 Hz、正弦波) 

瞬時停電 93 V で最小 20 ms 
(毎時最大 10 イベント、少なくとも 1 秒の回復時間) 

消費電力  二重化 AC 電源: 
70 %の効率で最大 300 W 

AC 電源: 
80 %の効率で最大 270 W 

電力損失 / 熱放出 300 W = 300 J/s = 0.28 BTU/s 

270 W = 270 J/s = 0.26 BTU/s 

直流電流(DC)   +5 V/26 A +3.3 V/24 A、最大積算電力は 190 W 
+12 V/15 A +12 V/15 A -12 V/0.2 A +5 Vaux/2 A 
全電圧の最大積算電力は 210 W 

ノイズエミッション  25℃で、< 45 dB(A)から DIN EN ISO 7779- 
ODD は操作なし 

保護等級  IEC 60529 の、前面で IP41、背面で IP20 
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一般仕様  

粉塵保護  全面ドアを閉じた状態で 
フィルタクラス G2 EN 779、0.5 mm よりも大きい粒子

の 99%がフィルタ処理される 

安全性 

保護クラス  IEC 61140 に準じるの保護クラス I 

安全規則  • IEC 60950-1 

• EN 60950-1 

• UL 60950-1 

• CSA C22.2 No 60950-1-07 

電磁環境両立性(EMC) 

放射妨害波(AC) EN 61000-6-3、FCC クラス A 

EN 61000-3-2 クラス D および EN 61000-3-3 

耐ノイズ性:  
電源ラインの主電源妨害 

± 2 kV、(IEC 61000-4-4 に準じる; バースト) 
± 1 kV; (IEC 61000-4-5 に準じる; サージ対称) 
± 2 kV; (IEC 61000-4-5 に準じる; サージ非対称) 

信号線の耐ノイズ性 ± 1 kV;(IEC 61000-4-4 に準じる、バースト、長さ 30 m
未満) 
± 2 kV、(IEC 61000-4-4 に準じる、バースト、長さ 30 
m 超) 
± 2 kV、(IEC 61000-4-5 に準じる、サージ、長さ 30 m
超) 

静電気放電に対する耐性 ± 6 kV 接触放電; (IEC 61000-4-2 に準じる) 
± 8 kV 放電; (IEC 61000-4-2 に準じる) 

無線外乱に対する耐性 10 V/m、80～1000 MHz および 1.4～2 GHz、80% AM 
(IEC 61000-4-3 に準じる) 
1 V/m 2 - 2.7 GHz、80% AM (IEC 61000-4-3 に準じる)
10 V、10 KHz～80 MHz; 80% AM; (IEC 61000-4-6 に準

じる) 

磁界 100 A/m、50 Hz/60 Hz; (IEC 61000-4-8 に準じる) 

気候条件 

温度 

 

以下に従って試験済み: 

IEC 60068-2-2、IEC 60068-2-1、IEC 60068-2-14 
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外形寸法図 15
15.1 装置の寸法図 
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Signal ピン番号 ピン番号 Signal 

AUX_5V B58 A58 GND 

WAKE1 B59 A59 PLT_RST_N_PCIE4X 

GND B60 A60 PS_ON 

GND B61 A61 PS_PWRGD 

無接続 B62 A62 GND 

無接続 B63 A63 GND 

GND B64 A64 PCIE_TX_P(1) 

GND B65 A65 PCIE_TX_N(1) 

PCIE_RX_P(1) B66 A66 GND 

PCIE_RX_N(1) B67 A67 GND 

GND B68 A68 PCIE1_ECLK 

GND B69 A69 PCIE1_ECLK_N 

PCIE_TX_P(2) B70 A70 GND 

PCIE_TX_N(2) B71 A71 GND 

GND B72 A72 PCIE_RX_P(2) 

GND B73 A73 PCIE_RX_N(2) 

PCIE_TX_P(3) B74 A74 GND 

PCIE_TX_N(3) B75 A75 GND 

GND B76 A76 PCIE_RX_P(3) 

GND B77 A77 PCIE_RX_N(3) 

PCIE_TX_P(4) B78 A78 GND 

PCIE_TX_N(4) B79 A79 GND 

GND B80 A80 PCIE_RX_P(4) 

RESERVE1 *) B81 A81 PCIE_RX_N(4) 

RESERVE2 *) B82 A82 GND  
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16.2 表示とオペレータパネル 

16.2.1 操作パネル - レイアウトおよび機能 

操作パネルは、26 ピン接続ケーブルを使用してマザーボードに相互接続されます。  

操作パネル 項

目 
説明 

① USB ポート 
(最上部 USB コンタクトの

み使用) 

② 9 ポールピンヘッダー 
マザーボードへの接続

(x420)  

③ 外部リセットコネクタ 

④ マザーボードへの接続(x46)

⑤ LED 

⑥ オン/オフ押しボタン 
シングルポール押しボタン 

⑦ リセットボタン 
シングルポール押しボタン 

 

⑧ USB ポート 

16.2.2 OP コネクタのピン割り付け 

外部リセット(3)、タイプ:JST B2B-PH-SM3-TB 

ピン番号 短い名前 意味 入力/出力 

1 PWR 良 外部リセット、(IO のローレベル最

大 30 mA) 
 

2 GND 接地  

ピン 1 および 2 が(たとえば、押しボタンにより)短絡されると、装置はリセットされま

す。 短絡がキャンセルされるまで、リセットされた状態のままです。 

 

 注記 
インターフェースのピン割り付けの詳細については、カスタマーサポートまたは修理セ

ンターにお問い合わせください。 
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16.3 バスボード 

16.3.1 バスボード - レイアウトと動作原理 

バスボードはマザーボードと増設モジュール間のリンクとして設計されています。 6 本

のネジを使用して取り付けます。 

このバスボードには 2 つのバージョンがあります。 

バージョン 1: ローエンド(8 スロット) 

7 PCI スロット、PCI2PCI ブリッジの上り方向に

2 スロット、下り方向に 5 スロット 

ブルーライン PCI ブリッジの上り方向(プライ

マリ PCI バス) 

レッドライン PCI ブリッジの下り方向(セカン

ダリ PCI バス) 

1 PCIe-x16 (PEG スロット、または PCIe-x8 IO) 

 

 

バージョン 2: ハイエンド(11 スロット) 

7 PCI スロット、PCI2PCI ブリッジの上り方向に

2 スロット、下り方向に 5 スロット 

ブルーライン PCI ブリッジの上り方向(プライ

マリ PCI バス) 

レッドライン PCI ブリッジの下り方向(セカン

ダリ PCI バス) 

1 PCIe-x16 (PEG スロット、または PCIe-x8 IO) 

3×PCIe-x4 スロット 
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① スイッチと回路付きの 3×PCIe x4 スロット(スロット 1、2、3)のハイエンド装置バージョン 

② PCIe-x16 (PEG スロット、または PCIe-x8 IO、スロット 4) 

③ プライマリ PCI バス: 2 スロット(スロット 5、6) 

④ セカンダリ PCI バス: 5 スロット(スロット 7、9、10、11) 

⑤ PCI、PCIe 4lane、PCIe 16lane Riser 

⑥ BTX 電源コネクタ 

⑦ PCI2PCI ブリッジ 

PCI 仕様(Rev. 2.3)または PCI 仕様 2 に準拠した拡張モジュールをホスティングできま

す。すべての PCI スロットはマスタモードをサポートします。電源は、バスボード接

続を介して拡張モジュールに直接供給されます。 
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16.3.2 バスボードコネクタのピン割り付け 

PCI スロット(スロット 5、6、7、8、9、10、11)のピン配列 

 

5V システム環境  

B 面 A 面 

1 -12 V TRST# 

2 TCK +12 V 

3 接地 TMS 

4 TDO TDI 

5 +5 V +5 V 

6 +5 V INTA# 

7 INTB# INTC# 

8 INTD# +5 V 

9 PRSNT1# 予約済み 

10 予約済み +5 V (I/O) 

11 PRSNT2# 予約済み 

12 接地 接地 

13 接地 接地 

14 予約済み 予約済み 

15 接地 RST# 

16 CLK +5 V (I/O) 

17 接地 GNT# 

18 REQ# 接地 

19 +5 V (I/O) 予約済み 

20 AD[31] AD[30] 

21 AD[29] +3.3 V 

22 接地 AD[28] 

23 AD[27] AD[26] 

24 AD[25] 接地 
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25 +3.3 V AD[24] 

26 C/BE[3]# IDSEL 

27 AD[23] +3.3 V 

28 接地 AD[22] 

29 AD[21] AD[20] 

30 AD[19] 接地 

31 +3.3 V AD[18] 

32 AD[17] AD[16] 

33 C/BE[2]# +3.3 V 

34 接地 FRAME# 

35 IRDY# 接地 

36 +3.3 V TRDY# 

37 DEVSEL# 接地 

38 接地 STOP# 

39 LOCK# +3.3 V 

40 PERR# SDONE 

41 +3.3 V SBO# 

42 SERR# 接地 

43 +3.3 V PAR 

44 C/BE[1]# AD[15] 

45 AD[14] +3.3 V 

46 接地 AD[13] 

47 AD[12] AD[11] 

48 AD[10] 接地 

49 接地 AD[09] 

50 CONNECTOR KEY 

51 CONNECTOR KEY 

52 AD[08] C/BE[0]# 

53 AD[07] +3.3 V 

54 +3.3 V AD[06] 
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55 AD[05] AD[04] 

56 AD[03] 接地 

57 接地 AD[02] 

58 AD[01] AD[00] 

59 +5 V (I/O) +5 V (I/O) 

60 ACK64# REQ64# 

61 +5 V +5 V 

62 +5 V +5 V 

PEG インターフェースのピン配列(PCIe x16 ソケット)、スロット 4 

 

Signal ピン番号 ピン番号 Signal 

P12V B1 A1 P12V 

P12V B2 A2 P12V 

P12V B3 A3 P12V 

GND B4 A4 GND 

SMB_CLK2 B5 A5 無接続 

SMB_DATA2 B6 A6 無接続 

GND B7 A7 無接続 

P3V3 B8 A8 無接続 

無接続 B9 A9 P3V3 

AUX_3V B10 A10 P3V3 

WAKE2 B11 A11 PCIE_RESET_L 

無接続 B12 A12 GND 

GND B13 A13 PCIE0_ECLK 

PCIEX16_TX_P(15) B14 A14 PCIE0_ECLK_N 

PCIEX16_TX_N(15) B15 A15 GND 

GND B16 A16 PCIEX16_RX_P(15) 

SDVO_CTRLCLK B17 A17 PCIEX16_RX_N(15) 

GND B18 A18 GND 
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Signal ピン番号 ピン番号 Signal 

PCIEX16_TX_P(14) B19 A19 無接続 

PCIEX16_TX_N(14) B20 A20 GND 

GND B21 O21 PCIEX16_RX_P(14) 

GND B22 A22 PCIEX16_RX_N(14) 

PCIEX16_TX_P(13) B23 A23 GND 

PCIEX16_TX_N(13) B24 A24 GND 

GND B25 A25 PCIEX16_RX_P(13) 

GND B26 A26 PCIEX16_RX_N(13) 

PCIEX16_TX_P(12) B27 A27 GND 

PCIEX16_TX_N(12) B28 A28 GND 

GND B29 A29 PCIEX16_RX_P(12) 

無接続 B30 A30 PCIEX16_RX_N(12) 

SDVO_CTRLDATA B31 A31 GND 

GND B32 A32 無接続 

PCIEX16_TX_P(11) B33 A33 無接続 

PCIEX16_TX_N(11) B34 A34 GND 

GND B35 A35 PCIEX16_RX_P(11) 

GND B36 A36 PCIEX16_RX_N(11) 

PCIEX16_TX_P(10) B37 A37 GND 

PCIEX16_TX_N(10) B38 A38 GND 

GND B39 A39 PCIEX16_RX_P(10) 

GND B40 A40 PCIEX16_RX_N(10) 

PCIEX16_TX_P(9) B41 A41 GND 

PCIEX16_TX_N(9) B42 A42 GND 

GND B43 A43 PCIEX16_RX_P(9) 

GND B44 A44 PCIEX16_RX_N(9) 

PCIEX16_TX_P(8) B45 A45 GND 

PCIEX16_TX_N(8) B46 A46 GND 

GND B47 A47 PCIEX16_RX_P(8) 
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Signal ピン番号 ピン番号 Signal 

MCH_CFG_20 B48 A48 PCIEX16_RX_N(8) 

GND B49 A49 GND 

PCIEX16_TX_P(7) B50 A50 無接続 

PCIEX16_TX_N(7) B51 A51 GND 

GND B52 A52 PCIEX16_RX_P(7) 

GND B53 A53 PCIEX16_RX_N(7) 

PCIEX16_TX_P(6) B54 A54 GND 

PCIEX16_TX_N(6) B55 A55 GND 

GND B56 A56 PCIEX16_RX_P(6) 

GND B57 A57 PCIEX16_RX_N(6) 

PCIEX16_TX_P(5) B58 A58 GND 

PCIEX16_TX_N(5) B59 A59 GND 

GND B60 A60 PCIEX16_RX_P(5) 

GND B61 A61 PCIEX16_RX_N(5) 

PCIEX16_TX_P(4) B62 A62 GND 

PCIEX16_TX_N(4) B63 A63 GND 

GND B64 A64 PCIEX16_RX_P(4) 

GND B65 A65 PCIEX16_RX_N(4) 

PCIEX16_TX_P(3) B66 A66 GND 

PCIEX16_TX_N(3) B67 A67 GND 

GND B68 A68 PCIEX16_RX_P(3) 

GND B69 A69 PCIEX16_RX_N(3) 

PCIEX16_TX_P(2) B70 A70 GND 

PCIEX16_TX_N(2) B71 A71 GND 

GND B72 A72 PCIEX16_RX_P(2) 

GND B73 A73 PCIEX16_RX_N(2) 

PCIEX16_TX_P(1) B74 A74 GND 

PCIEX16_TX_N(1) B75 A75 GND 

GND B76 A76 PCIEX16_RX_P(1) 
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Signal ピン番号 ピン番号 Signal 

GND B77 A77 PCIEX16_RX_N(1) 

PCIEX16_TX_P(0) B78 A78 GND 

PCIEX16_TX_N(0) B79 A79 GND 

GND B80 A80 PCIEX16_RX_P(0) 

無接続 B81 A81 PCIEX16_RX_N(0) 

無接続 B82 A82 GND 

PCI Express スロットのピン配列 x4 (スロット 1、2、3)  

 

 B 面 A 面 

1 P12V PRSNT1_N 

2 P12V GND 

3 P12V P12V 

4 GND GND 

5 SMBCLK PTCK 

6 SMBDAT PTDI 

7 GND PTDO 

8 P3V3 PTMS 

9 PTRST_N P3V3 

10 Aux_3V3 P3V3 

11 PCIE_Wake_N PCI RST_N 

12 予備 GND 

13 GND GND 

14 PCIE_TX_P(1) GND 

15 PCIE_TX_N(1) GND 

16 M PCIE_RX_P(1) 

17 PRSNT2_N PCIE_RX_N(1) 

18 GND GND 

19 PCIE_TX_P(2) 予備 
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例: 

スロットに「IRQ 3」を使用する場合、[詳細|周辺機器構成]を使用して「内部 COM 2」
を無効にする必要があります。 IRQ 3 は、スロットの最下位スロット番号に自動的に割

り当てられます。 

 

 Windows 用 IRQ 割り付け(APIC モード) 

Ethernet 1 16 1) 2) 

Ethernet 2 17 1) 

PROFIBUS/MP
I 

19 1) 

PCI スロット 1 20 1) 

PCI スロット 2 21 1) 

PCI Express ス

ロット 
16 1) 3) 

1) 要件:PCI スロットのモジュールではそれぞれ割り込みが 1 つだけ必要です。 

2) 要件:VGA および PCI Express では、割り込みは必要ありません 

3) 要件:VGA には割り込みは必要なく、Ethernet1 は無効になっています 

16.4 システムリソース 

16.4.1 現在割り当てられているシステムリソース 

すべてのシステムリソース(ハードウェアドレス、メモリコン構成、割り込みの割当

て、DMA チャンネル)は、ハードウェアの構成、ドライバおよび接続されている外部機

器に応じて、Windows OS によりダイナミックに割り当てられています。 システムリ

ソースの現在の構成、または以下のオペレーティングシステムで起こりえる衝突を表示

できます。 

 

Windows XP 
Professional 

[スタート|ファイル名を指定して実行]後、「msinfo32」を空

きフィールドに入力し、 [OK]で確認します。 

Windows 7  [スタート|から、検索機能に「msinfo32」を入力します。 
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アドレス 

000D 0000 000D FFFF 64K 1) 未使用(RAID なし、PXE あ

り) 
EMM 高位 DOS メ

モリによる 

000C F000 000D 37FF 18K 1) RAID  

000D 3800 000D FFFF 50K 1) 未使用(RAID あり、PXE な

し) 
EMM 高位 DOS メ

モリによる 

000C F000 000D 47FF 22K 1) RAID および PXE  

000D 4800 000D FFFF 46K 1) 未使用  

000E 0000 000E 1FFF 8K  USB  

000E 2000 000E 3FFF 8K DMI データ  

000E 4000 000F FFFF 112K システム BIOS  

0010 0000 CFFF FFFF 3.5 GB 4 GB 以上のメモリ拡張と

32 ビット OS でのシステム

メモリ 

メモリ構成に依存 

E000 0000 FFEF FFFF 511 
MB 

PCIe 設定空間  

FFF0 0000 FFFF FFFF 1 MB ファームウェア HUB  

  8 GB RAM 拡張  

1) 任意選択メモリ割り付け、BIOS セットアップの設定に依存 

16.5 BIOS セットアップ 

16.5.1 概要 

BIOS セットアッププログラム 

BIOS セットアップを使用すると、ハードウェア構成およびシステムプロパティを設定

できます。 BIOS セットアップはまた、時計の日付時刻の設定にも使用します。 

装置のコンフィグレーションの変更 

装置コンフィグレーションは、付属ソフトウェアで動作するように事前設定されていま

す。 デフォルト値の変更は、装置の技術的コンフィグレーションを変更した場合、ま

たは起動時にエラーが発生した場合にだけ行うようにしてください。 
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エントリ 意味 

Save User Profile 選択されたパラメータを USER プロファイルとして保存す

るよう設定します。 

Load Manufacturer 
Profile 

メーカーパラメータがセットアップ装置にダウンロードされ

ます。 

Profiles [Display]フィールド： アクティブなプロファイル

(Standard、User、Manufacturer)を現在動作中の装置と一緒

に表示します。 

16.5.12 BIOS セットアップのデフォルト設定 

装置のコンフィグレーションの文書化   

セットアップのデフォルト設定を変更した場合は、それを以下の表に入力できます。 
それにより、今後のハードウェア変更時に参照することができます。 

 

 注記 
入力が済んだら、以下の表を印刷してそれを安全な場所に保管しておきます。 
デフォルトのセットアップ設定は、注文した装置設定によって異なります。 
セットアップのデフォルト設定を変更した場合は、それを以下の表に入力できます。 
それにより、今後のハードウェア変更時に参照することができます。 

 

BIOS セットアップのデフォルト設定   

 

システムパラメータ デフォルト設定 ローカル設定 

Main  

System Time hh:mm:ss  

System Date MM/DD/YYYY  
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手順 

AMT サーバーが、AMT PC のオペレーティングシステムと同じネットワークアドレス

を使用する場合(最も一般的な状況): 

1. Windows では「ipconfig」を、UNIX では「ifconfig」を使用して、コマンドラインに

AMT サーバーのアドレスを取得できます。 

AMT サーバーとオペレーティングシステムが同じネットワークアドレスを使用しない

場合、自分に割り当てられているアドレスをネットワーク管理者に問い合わせてくださ

い。 

16.6.6 ユーザー承認の強制 

AMT PC への接続を確立する際、KVM ビューアがユーザーに 6 桁のコードを入力する

ように要求することがあります。 このコードは AMT PC の画面に表示されます。 AMT 
PC のユーザーは、KVM ビューアのユーザーにこのコードを知らせる必要があります。 

手順 

KVM ビューア上でこのコードの照会をセットアップするには、以下の手順を実行しま

す。 

1. MEBx で[Intel(R) AMT Configuration > User Consent]を選択します。 

2. [User Consent]には値[KVM]を選択します。 

このコード照会を避けるために管理者特権をユーザーに許可するには、以下の手順を実

行します。 

1. MEBx で[Intel(R) AMT Configuration > User Consent]を選択します。 

2. [リモート IT から Opt-in 設定]を有効にします。 

16.7 CP 1616 オンボード通信プロセッサ 

16.7.1 概要 

CP 1616 オンボードを使用して、産業用 PC を産業用イーサネットに接続します。 

PCS 1616 オンボードの基本的な特性は以下のとおりです。 
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ESD 指令 B
 

意味 

電子モジュールには、高度に集積された電子コンポーネントが装備されています。 構
造的な理由で、電子コンポーネントは過電圧に、そして必然的に静電放電に対して非常

に敏感です。 このような電子コンポーンネントには、静電気敏感性デバイス(ESD)のラ

ベルが付いています。 

以下の略称は通常、静電気に敏感な部品に使用されています。 

● ESD – 静電気敏感性デバイス(Electrostatic Sensitive Device) 

● ESD – 静電気敏感性デバイス(国際的通称) 

静電気帯電  
 

注意 
 

静電気帯電 
ESD は、人間の感知できない電圧により破壊されることがあります。 ユーザーが静電

気を放電していない場合、ユーザーがモジュールのコンポーネントまたは接点に触れ

たときに与えられた電圧が原因で、すでに損傷していることがあります。 
過電圧で発生する ESD の損傷は、通常はすぐには認識されません。 損傷は、長期間

の作動後にはじめて明らかになります。 
体の静電気を放電してから、ESD に触れるようにしてください。 

 

導電的に周囲に接続していないと、誰にでも静電気が帯電します。 

下図に、人に静電気帯電する可能性がある最大電圧値を示します。 値は、材質および

湿度によって異なります。 表示されている値は、EN 61000-4-2 仕様に準拠していま

す。 
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略称の一覧 C
 

   
略語 用語(フルスペル) 意味 

AC Alternating current 交流 

ACPI Advanced Configuration and Power 
Interface 

 

PLC Programmable controller  

AGP Accelerated Graphics Port 高速バスシステム 

AHCI Advanced Host Controller Interface SATA デバイス用の標準化されたコントロ

ーラインターフェース。 SP1 以降および

IAA ドライバの Microsoft Windows XP で

サポートされています。 

AMT Active Management Technology インテルのリモート保守テクノロジ 

APIC Advanced Programmable Interrupt 
Controller 

拡張プログラマブル割り込みコントロー

ラ 

APM Advanced Power Management PC をモニタして消費電力を抑えるツール 

AS Automation system  

ASIS After Sales Information System  

AT Advanced Technology  

ATA Advanced Technology Attachment  

ATX AT-Bus-Extended  

AWG American Wire Gauge ケーブル径の米国規格 

BIOS Basic Input Output System 基本的な入出力を行うシステム 

CAN Controller Area Network  

CD-ROM Compact Disc – Read Only Memory 大容量データ用のリムーバブルな記憶媒

体 

CD-RW Compact Disc – Rewritable 書き換え可能な CD 

CE Communauté Européenne (CE マー

ク) 
本製品は、適用されるすべての EC 指令に

準拠しています。 
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略語 用語(フルスペル) 意味 

VRM Voltage Regulator Module  

VT Virtualization Technology 仮想的に閉じた環境を使用可能にする

Intel のテクノロジ。 

VT-D Virtualization Technology for 
Directed I/O 

デバイス(例、ネットワークアダプタ)の仮

想デバイスへの直接の割り付けを可能に

する。 

W2k Windows 2000  

WAN Wide Area Network  

WAV Wave Length Encoding オーディオデータ用のロスのないファイ

ルフォーマット。 

WD Watchdog エラー検出とアラーミング付きのプログ

ラムモニタリング 

WLAN Wireless LAN ワイヤレスローカルエリアネットワーク 

WoL Wake on ローカルエリアネットワー

ク 
 

WWW World Wide Web  

XD Execute Disable Capability ハードウェア実装 

XGA Extended Graphics Array グラフィック規格、最大解像度 1024×768
ピクセル 

ZMM Zero Maintenance Cache Protection 
Module 

キャッシュ内容を保存するためのメンテ

ナンスフリーのキャッシュユニット 
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